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裁
判
「
あ
な
た
も
裁
判
官
に

な
っ
て
み
よ
う
」
が
10
月
10

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
法

廷
教
室
で
行
わ
れ
、
法
学
部

の
学
生
た
ち
が
白

熱
の
法
廷
劇
を
展

開
し
た
。
神
田
鳳

祭
の
期
間
中
で
、

高
校
生
や
大
学
生

を
は
じ
め
多
く
の

見
学
者
が
傍
聴
席

を
埋
め
た
。

　
裁
判
長
を
元
検

察
官
の
遠
藤
浩
一

法
科
大
学
院
客
員
教
授
が
担

当
。
専
門
総
合
科
目
「
模
擬

裁
判
」
の
受
講
生
５
人
が
検

察
官
、弁
護
人
役
を
務
め
た
。

裁
判
官
役
は
傍
聴
席
か
ら
募

り
、専
大
生
、卒
業
生
、
他

大

学
の
学
生
が
審
理
を
行
っ

た
。
終
了
後
に
は
遠
藤
教
授

が
「
今
回
取
り
扱
っ
た
事
件

は
裁
判
員
裁
判
で
扱
わ
れ
る

よ
う
な
内
容
。
自
分
が
裁
判

員
に
選
ば
れ
た
ら
、
ど
ん
な

量
刑
を
下
し
ま
す
か
」
と
問

い
か
け
、争
点
を
解
説
し
た
。

学

校

法

人

専

修

大

学

役

員

改

選

役

員

訃
　
　
報

佐
々
木
金
三
氏
（
さ
さ
き
・

き
ん
ぞ
う
）
名
誉
教
授
・
元

法
学
部
教
授

　
10
月
24
日
、94
歳
で
死
去
。

１
９
５
４
年
か
ら
92
年
ま
で

在
職
。
法
学
研
究
所
長
な
ど

歴
任
。主
な
担
当
は
物
権
法
。

　
学
校
法
人
専
修
大
学
は
11
月
３
日
付
で
役
員
改
選
を

行
い
、
富
山
尚
德
専
務
理
事
が
副
理
事
長
に
、
松
木
健

一
常
務
理
事
が
専
務
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

　
今
回
の
改
選
の
対
象
は
、
寄
附
行
為
第
８
条
第
１
項

第
３
号
（
評
議
員
の
う
ち
か
ら
評
議
員
会
に
お
い
て
選

任
）
及
び
同
第
４
号
（
学
識
経
験
者
と
し
て
理
事
会
に

お
い
て
選
任
）
に
定
め
る
理
事
と
、
第
９
条
の
監
事

（
評
議
員
会
に
お
い
て
候
補
者
を
選
出
し
、
理
事
長
が

選
任
）
で
、
新
理
事
３
人
、
新
監
事
１
人
を
選
任
し

た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
11
月
３
日
か
ら
３
年
間
。

　
ま
た
、
10
月
31
日
付
で
工
藤
正
義
専
修
大
学
北
海
道

短
期
大
学
学
長
が
退
任
し
、
矢
野
建
一
専
修
大
学
学
長

が
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
学
長
を
兼
務
す
る
。

（
◎
は
新
任
、
敬
称
略
）

理
事
長
　
　
日
髙
義
博

理
事
　
　
　
矢
野
建
一

〔
専
修
大
学
長
〕

理
事
　
　
　
坂
田
隆

〔
石
巻
専
修
大
学
長
〕

副
理
事
長
　
富
山
尚
德

〔
法
務
、
人
材
育
成
担
当
〕

専
務
理
事
　
松
木
健
一

〔
学
務
、
法
科
大
学
院
、
入

学
セ
ン
タ
ー
、
情
報
シ
ス
テ

ム
担
当
〕

常
務
理
事
　
佐
藤
猛

〔
財
務
、募
金
、体
育
担
当
〕

常
務
理
事
　
田
中
實

〔
総
務
、
１
４
０
年
記
念
事

業
担
当
、
募
金
副
担
当
、
石

巻
専
修
大
学
副
担
当
〕

常
務
理
事
　
湯
浅
敏
明

〔
学
生
生
活
、
就
職
、
校
友

・
育
友
担
当
、体
育
副
担
当
〕

常
務
理
事
　
市
川
辰
雄

〔
石
巻
専
修
大
学
、
30
年
記

念
事
業
担
当
、募
金
副
担
当
〕

常
務
理
事
　
小
野
博
良

〔
理
事
長
室
、
企
画
広
報
担

当
〕

理
事
　
　
　
宮
岡
孝
之

理
事
　
　
　
甘
竹
秀
雄

理
事
　
　
　
桃
野
直
樹

理
事
　
　
　
馬
塲
杉
夫

（
経
営
学
部
長
）

理
事
　
　
　
江
原
淳

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
）

理
事
　
　
　
佐
々
木
重
人

（
商
学
部
長
）

理
事
　
　
　
白
藤
博
行

（
法
学
部
長
）

理
事
　
　
　
坂
本
武
憲

（
副
学
長
）

理
事
　
　
　
長
野
宏

理
事
　
　
　
内
山
哲
朗

（
経
済
学
部
長
）

理
事
　
　
　
廣
瀬
玲
子

（
文
学
部
長
）

理
事
　
　
　
山
上
精
次

（
人
間
科
学
部
長
）

理
事
　
　
◎
田
村
裕
二

〔
学
務
担
当
補
佐
〕

理
事
　
　
◎
小
宮
多
喜
次

理
事
　
　
◎
山
田
長
満

監
事
　
　
　
今
野
健
吾

監
事
　
　
　
瀧
本
和
男

監
事
　
　
◎
水
﨑
保
男

新

役

員

の

紹

介

田
村
　
裕
二
氏
（
た
む
ら
・

ゆ
う
じ
）

本
学
経
営
学
部
卒
。
83
年
㈻

専
修
大
学
入
職
。
学
長
室

長
。
㈻
専
修
大
学
評
議
員
、

㈻
玉
名
学
園
評
議
員
、
㈻
専

修
大
学
松
戸
高
等
学
校
評
議

員
。
56
歳

小
宮
　
多
喜
次
氏
（
こ
み
や

・
た
き
じ
）

本
学
法
学
部
卒
。
東
京
消
防

庁
消
防
総
監
。
消
火
栓
標
識

㈱
取
締
役
会
長
、
東
京
共
済

生
活
協
同
組
合
理
事
長
。
㈻

専
修
大
学
監
事
、
本
学
校
友

会
長
。
77
歳

山
田
　
長
満
氏
（
や
ま
だ
・

お
さ
み
つ
）

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
修
士

課
程
修
了
。
㈱
経
理
バ
ン
ク

代
表
取
締
役
社
長
、
東
京

JAPAN

税
理
士
法
人
理
事
長
、

川
崎
商
工
会
議
所
会
頭
。
㈻

専
修
大
学
評
議
員
。
68
歳

水
﨑
　
保
男
氏
（
み
ず
さ
き

・
や
す
お
）

本
学
法
学
部
卒
。
東
京
消
防

庁
救
急
部
長
、同
総
務
部
長
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
総
務
人
事
部

調
査
役
。
㈻
専
修
大
学
評
議

員
、
本
学
校
友
会
副
会
長
。

69
歳

▶
　
講
演
す
る
矢
野
学
長

白
熱
の
法
廷
劇 

 

公
開
模
擬
裁
判

　
法
学
部
主
催
の
公
開
模
擬

　
秋
恒
例
の
人
気
公
開
講
座

「
歴
史
を
紐ひ

も

と
く
」（
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主

催
）
が
、
10
月
に
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
（
３

・
10
・
17
日
、
全
６
講
座
）
。

今
回
は
「
新
出
資
料
が
示
す

新
た
な
古
代
史
像
｜
揺
ら
ぐ

常
識
｜
」
が
テ
ー
マ
。
３
年

ぶ
り
に
登
壇
の
矢
野
建
一
学

長
（
文
学
部
教
授
）
を
は
じ

め
、
文
学
部
歴
史
学
科
の
教

員
や
専
門
家
が
、
遺
物
や
木

簡
な
ど
の
新
た
な
知
見
を
も

と
に
古
代
日
本
と
中
国
の

人
々
の
暮
ら
し
に
迫
っ
た
。

　
10
日
の
講
師
は
、
同
講
座

で
長
年
講
師
を
務
め
て
き
た

荒
木
敏
夫
教
授
と
矢
野
学
長

（
い
ず
れ
も
専
門
は
日
本
古

代
史
）。
常
連
の
フ
ァ
ン
も

多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
約
３
０
０

人
が
聴
き
入
っ
た
。

　
荒
木
教
授
は
、
奈
良
県
明

日
香
村
の
石
神
遺
跡
か
ら
多

数
出
土
し
た
「
五
十
戸
」
と

表
記
の
あ
る
７
世
紀
後
半

の
木
簡
を
取
り
上
げ
た
。

「
五
十
戸
」
は
地
方
の
行
政

組
織
の
最
小
区
分
で
、
６
８

０
年
代
以
降
は
同
じ
意
味
で

「
里
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
万
葉
集
で
は

サ
ト
と
読
む
の
が
通
例
だ
。

荒
木
教
授
は
「
日
本
書
紀
で

は
五
十
を
『
イ
』
と
読
む
の

が
ほ
と
ん
ど
。
サ
ト
と
は
読

め
な
い
史
料
が
数
多
く
あ

る
」
と
指
摘
。「
五
十
戸
は

『
イ
ヘ
』『
イ
ソ
ヘ
』
と
読

む
の
が
妥
当
だ
が
、
そ
れ
で

は
万
葉
集
の
歌
の
意
味
が
通

じ
な
く
な
る
。
ど
う
読
む
の

が
適
切
な
の
か
、
サ
ト
で
い

い
の
か
問
題
提
起
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　「
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め

た
矢
野
学
長
は
、
則
天
武
后

が
制
定
し
中
国
で
15
年
間
だ

け
使
用
さ
れ
た
「
則
天
文

字
」
が
、
奈
良
・
平
安
時
代

の
日
本
で
約
２
０
０
年
も
珍

重
さ
れ
た
謎
を
、
墨
書
土
器

を
例
に
解
き
明
か
し
た
。

　
則
天
文
字
は
雨
や
天
を
表

す
十
数
文
字
が
あ
る
と
さ

れ
、
遣
唐
使
が
持
ち
帰
っ
た

経
典
を
通
じ
日
本
各
地
に
広

ま
っ
た
。

　
矢
野
学
長
は
「
日
本
で
は

新
奇
で
霊
力
が
あ
る
と
好
ま

れ
、
土
器
に
墨
書
き
し
て
雨

乞
い
に
使
っ
た
」
と
解
説
。

消
滅
し
た
理
由
を
「
密
教
系

の
加
持
祈き

禱と
う

が
伝で

ん

播ぱ

し
取
っ

て
代
わ
っ
た
た
め
」と
し
た
。

　
14
年
目
を
迎
え
た
同
講
座

は
、
聴
講
者
が
累
計
で
延
べ

２
万
５
０
０
０
人
を
突
破
。

甲
（
よ
ろ
い
）
を
着
た
人
骨

が
見
つ
か
り
「
世
紀
の
発

掘
」
と
評
判
の
群
馬
県
金
井

東
裏
遺
跡
に
つ
い
て
（
３

日
）
や
、
秦
漢
時
代
の
家
族

や
裁
判
に
つ
い
て
（
17
日
）

と
、
古
代
へ
の
ロ
マ
ン
を
か

き
た
て
た
。

新たな発見から〝常識″に迫る

人
気
公
開
講
座
「
歴
史
を
紐
と
く
」

▶
　
多
く
の
学
生
が
熱
心

に
聴
講
し
た

失敗を怖がらずに
世界に羽ばたこう

赤
阪
清
隆
・
元
国
連
広
報
担
当
事
務
次
長
が
講
演

　
元
国
連
広
報
担
当
事
務
次

長
で
現
在
、
公
益
財
団
法
人

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
理
事
長
を
務
め
る
赤
阪

清
隆
氏
を
講
師
に
招
い
た
、

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
の

学
術
講
演
会
が
10
月
19
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
赤
阪
氏
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
に
働
く
こ
と
の
魅
力
」

を
テ
ー
マ
に
、「
今
、
世
界

で
活
躍
で
き
る
日
本
人
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
聴
講
し
た
約
２
４
０
人
の

学
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
国
際
機
関
で
活
動
す
る
魅

力
を
「
大
き
な
充
実
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、

印
象
深
か
っ
た
出
来
事
と
し

て
、
ポ
リ
オ
撲
滅
の
た
め
ミ

ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
し
た
際
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。「
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
子

ど
も
が
私
を
見
て
ニ
コ
ッ
と

笑
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
子
が

小
児
ま
ひ
に
か
か
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
と
思
う
と
、
涙

が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ

た
」と
振
り
返
っ
た
。ま
た
、

国
際
的
に
活
躍
す
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
資
質
と
し
て
、

柔
軟
な
思
考
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
な
ど
を
挙
げ
、
特
に
日

本
人
の
課
題
と
し
て
語
学
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
指
摘
。「
こ
う
い
っ
た

能
力
は
、
日
々
の
訓
練
で
向

上
す
る
」
と
継
続
的
な
努
力

の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
講
演
後
に
は
質
問
が
相
次

ぎ
、「
失
敗
の
経
験
は
？
」

と
尋
ね
る
学
生
に
、「
た
く

さ
ん
あ
る
。
怖
が
ら
な
い

で
、
若
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ

な
失
敗
を
経
験
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
国
連
職
員
を

目
指
す
と
い
う
学
生
に
は
、

「
政
府
が
行
っ
て
い
る
国
際

機
関
へ
の
派
遣
制
度
な
ど
を

活
用
し
て
は
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　
渡
邊
尚
輝
さ
ん
（
文
３
）

は「
貴
重
な
お
話
を
伺
い
、海

外
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
な
っ
た
。
英
語
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

磨
く
努
力
を
続
け
ま
す
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

▲　学生に笑顔で語りかける

赤阪氏

　
在
外
公
館
な
ど
で
日
本
政

府
の
代
表
と
し
て
活
動
し
た

一
方
、
４
つ
の
国
際
機
関
で

17
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、

国
際
平
和
に
貢
献
し
た
赤
阪

氏
。
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し

た
い
と
思
う
学
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

｜
国
際
機
関
で
働
く
こ

と
で
得
ら
れ
る
や
り
が

い
と
は
、
何
で
し
ょ
う
。

　
充
実
感
で
す
。
国
際
機
関

は
理
想
を
追
求
す
る
場
で
す

の
で
、
核
を
な
く
す
、
死
刑

を
な
く
す
と
い
っ
た
大
き
な

目
標
を
掲
げ
、
前
向
き
に
活

動
で
き
ま
す
。
必
要
と
さ
れ

る
地
域
に
直
接
行
っ
て
活
動

す
る
た
め
、
成
果
が
目
に
見

え
る
の
も
魅
力
で
す
。

｜
大
学
時
代
に
学
ん
で

お
く
べ
き
こ
と
は
？

　
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

見
つ
け
、
そ
の
分
野
の
専
門

知
識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

同
時
に
、
英
語
を
し
っ
か
り

と
勉
強
し
て
ほ
し
い
。
短
い

期
間
で
か
ま
わ
な
い
の
で
、

留
学
を
勧
め
ま
す
。
外
国
の

人
た
ち
と
生
活
し
、
異
文
化

に
触
れ
る
こ
と
で
、
人
間
と

し
て
確
実
に
ひ
と
回
り
大
き

く
な
り
ま
す
。
今
は
異
文
化

に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

過
ぎ
て
、
逆
に
そ
れ
を
逃
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

も
っ
と
貪
欲
に
学
ん
で
く
だ

さ
い
。

｜
国
際
機
関
で
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
学
生

へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

　
国
際
機
関
で
働
く
日
本
人

は
少
な
く
、
多
く
の
若
者
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
新
卒
で

の
採
用
を
目
指
し
が
ち
で
す

が
、
国
際
機
関
に
大
学
を
出

て
す
ぐ
の
人
は
い
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

企
業
で
経
験
を
積
む
こ
と
も

必
要
で
す
。

◇

　
１
９
４
８
年
大
阪
府
生
ま

れ
。
京
都
大
学
卒
。
外
務
省

入
省
後
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
前
身
）
事
務
局
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
事
務
局
、
国
連
日
本
政
府

代
表
部
大
使
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事

務
次
長
な
ど
を
歴
任
し
、
07

年
４
月
か
ら
５
年
間
、
国
連

広
報
担
当
事
務
次
長
を
務
め

た
。
12
年
８
月
か
ら
現
職
。

異
文
化
と
の
触
れ
合
い
が
大
事

▲
　「
異
議
あ
り
！
」。
弁
護
側
（
右
）
が
異
議
を

唱
え
る


